
胃の手術を受けられた方へ 　胃癌　手術直後パス（開腹噴門・幽門）【07001－00】

日付 ／ ／

入院日数 手術後 手術後１日目

目標

毎日看護師と

評価します

・体温、脈拍、血圧などが安定している

・出血がない

・鎮痛剤を使用して痛みが楽になる

・ベッド上安静が保てる

体温、脈拍、血圧などが安定している

・出血がない

・鎮痛剤を使用して痛みが楽になったと言える

・看護師の付き添いのもと歩行または車椅子に乗るこ

　とができる

内服

注射

検査
・レントゲン（ベッドの上で撮ります）

・採血

治療

処置

・心電図・酸素の数値をみる機械をつけます

・酸素吸入をします

・点滴をします

・血栓予防のためのマッサージ器を足につけます

・背中に痛み止めの管が入ってきます

・腹に管が入ってきます

・鼻から胃の管が入ってきます

・心電図・酸素モニターや酸素吸入を止めます

・歩行ができれば足のマッサージ器や血栓予防の靴下を外します

・点滴があります

・背中の痛み止めを交換します

・歩いても痛みや苦痛がなければ尿の管を抜きます

・鼻の管を抜きます

・回診でお腹の傷をみます　(退院まで続きます）

食事

飲水

・点滴をします

　点滴は４日目まで続きます

・医師の許可があれば水分をとることができます

　（水・お茶・ポカリスウェット）

　摂取可能な１日の量は500ｍｌまたは量に制限なし

清潔

・温かいタオルで体をふくことができます

・うがいや歯磨きもベッドの上で行うことができます

看護師がお手伝いします

・回診前はベッドの上で洗面、歯磨きができます

・温かいタオルで体を拭いたり、歩行が可能であれば髪を洗うこともできます。看護師がお手伝いします

・尿の管が入っている部分をお湯で洗浄します

排泄

・尿の管が入ってきます。

　違和感など不快な場合は言ってください

・排便の時もベッド上での排泄となります

・トイレに行くことができれば、尿の管を抜くことができます

・排泄時トイレに行くことができます

安静

活動

・翌日の回診までベッド上安静になります

・自分で起き上がることはできませんが、横を向いたり、手足を動かすことはできます

・回診後看護師と一緒に歩行または車椅子乗車ができます

説明

指導

床ずれ予防のために体の向きを変えるお手伝いをします

・肺炎予防のために深呼吸を行ってください

　痰が出るときにはなるべく痰を出して下さい

・痛みや不快な症状は我慢せず言ってください

　鎮痛剤を使用して、苦痛を軽減できるようにします

・回診後、血圧などを見ながら元のお部屋に戻る準備を行います

　床ずれ予防のために体の向きを変えるお手伝いをします

・肺炎予防のために深呼吸を行ってください

　痰が出るときにはなるべく痰を出して下さい

・痛みや不快な症状は我慢せず言ってください

　鎮痛剤を使用して、苦痛を軽減できるようにします

・手術後２日目より「胃の手術をお受けになる方へ」のパンフレットを使用して、手術後の生活注意点を説

明します

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります
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